
2年国語科　学習指導案　授業者　宗我部義則
１　単元の概要
　単元名　『ＳＴ ＫＩＬＤＡ』に添える詩（うた）〜写真に添える詩句を創作する〜
　　言語活動：写真集を鑑賞して数枚を選んで詩句を創作し、詩画作品をつくる。

目標 評価規準 評価資料

言語活動 写真を鑑賞して感じたことや想像したことを詩句にして写真に添えて作品化し、互いに鑑賞し合う。

知識･技能 感じたことや想像したことを言葉で表すことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにする。

感じたことや想像したことを言葉に表したり、言葉選
びや言葉探しをしたりしている。

・書き表した文章

思考・
判断・
表現

写真を鑑賞して感じたことや想像したことが読み手
に伝わるように、表現の効果を考えながら詩句の表
現を工夫する。（Bウ）

自分の作品の意図や工夫を伝え合うことを通して、
鑑賞の仕方や表現の効果について学びあう。（Bオ）

・印象に残る写真や気になる写真を選び、感じたこと
や想像したことを言葉に書き表している。

・読み手への伝わり方や表現の効果を考えながら、感
じたことや想像したことを詩句に書き表している。

・作品の意図や工夫を伝え合い、他の鑑賞の仕方や表
現の効果について指摘したり質問したりしている。

・書き表した文章
・振り返りの記述
・活動中の様子

主体的に学習に
取り組む態度

言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に
役立て（写真集を鑑賞して楽しむ）、我が国の言語
文化を大切にして思いや考えを伝え合おうとする。
（感じたことや想像したことを詩句に表して伝え
る）。

自分の印象や感想を大切にしたり、写真家の意図や写
真に映し出された情景を考えたりしながら、写真を選
んで言葉を添えようとしている。
写真を鑑賞して感じたことや想像したことを、言葉を
選び・探しながら詩句に表現しようとしている。

・振り返りの記述
・活動中の様子
・完成作品の提出



２　単元の展開

１

2

学習活動の目標と見通しをもつ。
①『ST KILDA』の写真集を知り学習の見通しをもつ。
②『聖地』を読んで詩句の発想のヒミツを考える。
③ 小澤征良さんの発想法を想像して話し合う。

3 写真集『ST KILDA』を鑑賞する。
①心動かされた写真に付箋を貼りながら鑑賞する。
②感じたことや考えたことを話し合う。
③詩句を添えてみたい写真を選ぶ。

4 選んだ写真に添える詩句を考える。
①伝えたいことをより効果的に表す言葉を探す。
②写真に詩句を添えて作品化して提出する。
③意図（写真の解釈・詩句の意図 等）を整理する。

5 「『ST KILDA』に添える詩」を鑑賞し合う。
①作品解説ラウンドテーブルの準備をする。
②グループで発表し合い、良さを交流しあう。
③学習のふりかえりをする。

1. 学習の見通しをもち、目標を設定する。

2. 作品解説ラウンドテーブル（作品解説）
の仕方を確認、発表の準備をする。

3. グループで発表しあう。
　①作品を見せて自解する。
　②お互いの作品の良さをコメントしあう。
　③クラス全体に紹介したい作品を選ぶ。

4. クラス全体で推薦作を鑑賞し合う。

5. 学習のふりかえりをする。

単元の流れ（全５時間）

本時（5／5時）の流れ

本時の目標
・詩句の創作意図や自分の思いを語り合う。
・相互鑑賞で感じたこと考えたことを伝える。



国語科研究授業での、創造的活動×創造的思考×教科の見方・考え方

①創造的活動
『ST KILDA』の写真から詩を創作し写真に添えて鑑賞し合う。

②創造的思考
【写真を鑑賞しながら】

◆写真を見て、感じる、驚く、受け止める、疑問を感じる。

◆直感的な解釈やイメージから想像（共感）したり、連想したりする。

◆自分なりの解釈や意味づけをしていく。

【詩句を創作していくときに】

◆写真の解釈やイメージなどを言葉にしてみる。

◆より効果的に表す語句や表現の仕方を考えてみる。選択する。

◆詩句として言葉を整えたり、伝わり方を考えたりする。

【互いの作品を鑑賞し合うなかで】

◆互いの作品の写真と言葉のつながりを読み、良さを考える。

③言葉による見方・考え方
◆写真（対象）を見て感じたり想像したりしたことを言葉でとらえる。

◆連想・見立て（たとえ）・擬人化・象徴など、対象のとらえ方や表し方をさまざま

に試みつつ、写真に添える詩句を考える。

◆言葉を添えることで写真（対象）の見方や感じ方が変わるなど、言葉と写真と

の相乗的な関わりを楽しむ。

加藤秀（2022） 写真：久保田光一　詩：小澤征良



本時までの学習の実際
第１時「学習活動の目標と見通しをもつ。」

学習活動の目標と見通しをもつ。
①『ST KILDA』の写真集を知り学習の見通しをもつ。
②『聖地』を読んで詩句の発想のヒミツを考える。
③ 小澤さんの発想法を想像して話し合う。

1 新しい学習の単元名・学習目標を知る
① ST KILDA ？
　１枚のパネル写真
　　・どんな写真だろう
　　・ST KILDAは世界遺産の島
② 写真集に言葉を添える活動を展開することをつかむ。

2「写真に言葉を添えるとは？」
①『聖地』久保田・小澤を紹介
　　・小澤征良さん→誰？
②『聖地』の写真と言葉を読む。
　　・写真に添えた言葉を当てる（そう思った理由は？）
　　・答えを知る→どうやって発想したのだろう？
　　・ひとりひとりが考える。

『ST KILDA』に添える詩

生徒に示したパネル写真（撮影 加藤秀）

・スコットランド北西の群島
・スコットランドの世界遺産第１号
・自然遺産かつ文化遺産の複合遺産

『聖地』の作例（撮影  久保田光一）

・写真集の冒頭から５枚の写真
と詩句を抜粋して活動のゴー
ルがイメージできるようにモデ
ル教材とした。

・実際は左ページに小澤さんの
詩句が添えられている。

・小沢さんの発想法を想像し検
討することで、写真から言葉を
紡ぎ出すいろいろなアイデアを
考えていく。

お茶の水女子大学附属中学校 公開研究会 国語（宗我部）配付資料



本時までの学習の実際
第2時「小澤征良さんの発想のヒミツ（発想法）」

１．ロイロノートに提出した詩句と写真の解釈について学習班
で話し合い、「小澤さんの発想法」を考える。

　①ひとりひとりが自分の考えを発表する。
　②写真をどのように見て詩句を考えたのか話し合う。
　＊「発想法」としてまとめられればなお良い。

２．発表し合っていくつかの「発想法」を共有する。
　例　〇〇を〇〇に見立てる。〇〇の気持ちを考える（擬人化）。
　　　〇〇から〇〇を連想する。「〇〇たい」願望を表す。　等

学習活動の目標と見通しをもつ。
①『ST KILDA』の写真集を知り学習の見通しをもつ。
②『聖地』を読んで詩句の発想のヒミツを考える。
③ 小澤征良さんの発想法を想像して話し合う。

↑ それぞれが、小澤さんの詩句はどのように作られたのか、発想の
ヒミツを想像してロイロノートで共有した。

学習班で発想法として

←学習班で話し合って、小沢さんの
詩句の添え方を想像して「発想法」に
擦り上げる。（＝方法知の創造）

この班では、
・暗喩（大樹のように）
・擬人法（花の想い）
・願望（〇〇したい）
・読者への語りかけ
・ひとつの主題に沿って

などの発想法としてまとめている様
子がわかる。

どれが正解でなく、
お互いの気づきに学び合い、発想の
アイデアのありどころを自分に取り込
む経験になれば良い。



No.1「学習の見通しをもつ」

「写真に言葉を添えて作品が作ることができた」をBとして
AやSを考えさせた。

学習資料（プリント等）



本時までの学習の実際
第３時「セントキルダを鑑賞する」

写真集『ST KILDA』を鑑賞する。
①心動かされた写真に付箋を貼りながら鑑賞する。
②感じたことや考えたことを話し合う。
③詩句を添えてみたい写真を選ぶ。

⓪２〜３時＝作品作りの自己評価の観点を決める。
　ガイドプリント配付
　・｢聖地へ」で見つけた方法を参考にして。
　・｢ST KILDA」を撮影した写真家の思いを想像して。

①写真集を鑑賞
　・印象に残った＆気になった写真に付箋を貼る。
　・感じたこと想像したこと疑問など書きながら。

②話し合う（グループ）→　全体でシェア。
　・付箋を貼った写真を見せ合いながら。
　・感じたこと、想像したこと等を話し合う。

③詩句を添えてみたい写真を何枚か選んでみる。
　・付箋全部に書き込みしなくて良い。
　　　→書いたものはやがて候補写真に。

心動かされた写真に付箋。
その付箋に感じたこと・想像したこと、浮
かんだ言葉を書き込む。



「発想ガイド」のA・Bは、
第２時に「小沢さんの発想法」と
して生徒たちが想像してまとめた
ものを、まとめ直して提示した。

例A
　擬人化、連想、〇〇たい
　〇〇なもの･･･
　テーマ
例B
　物語（ストーリー）
　五感・心

以上は生徒たちの気づき。

A「〇〇たい・なりたい」
B「ここに〇〇がある」　
は書き出しの例として提示。
イメージが言葉にならない子に
「型」を与えて補助する。
Bはテーマ性を持たせたいが表
現の仕方が見つからない子に。

行き詰まったとき、練り上げる際
にも参考にしてみようと促した。

学習資料（プリント等）　No.2・3



本時までの学習の実際
第４時「選んだ写真に添える詩句を考える」

選んだ写真に添える詩句を考える。
①伝えたいことをより効果的に表す言葉を探す。
②写真に詩句を添えて作品化して提出する。
③意図（写真の解釈・詩句の意図 等）を整理する。

写真集、付箋、ガイドプリント配付
①ロイロノートで写真（全部）を配付
　→言葉を付けたいページだけ取り出す。
　・言葉を考えて添えてみる。付箋orＰＣ
②発表の見通し（作品解説ラウンドテーブル）
　・発表＋相互鑑賞のやり方を知る
　・ラウンドテーブルの自己評価の観点を考える

③ロイロノートで写真に言葉を添えて完成→提出

付箋をつけた写真を抜き出して、言葉を添える。

←使いたい写真を切り出す。
＊ICT活用ならではの言語活動。

一人１冊は効果的だった。 辞書で言葉探し。

集中･･･産みの苦しみ。｢手書きの方が浮かぶんで･･･」



本時（公開研究会当日）の授業展開のイメージ
第４時「『ST KILDA』に添える詩」を鑑賞し合う。

「『ST KILDA』に添える詩」を鑑賞し合う。
①作品解説ラウンドテーブルの準備をする。
②グループで発表し合い、良さを交流しあう。
③学習のふりかえりをする。

⓪言葉の宝箱ノート、授業ノートで振り返り
①作品解説ラウンドテーブルの確認
　・今日の目標（ラウンドテーブルの目標）の確認
　・作品解説（写真の選択経緯・解釈、詩句の意図等）
　・発表の順番を確認
②グループでラウンドテーブルを行う。
　・お互いの作品をコメント無しで鑑賞する。
　・作者が自解する。
　・お互いの作品の良さをコメントしあう。
　・クラス全体に紹介したい作品を考える。
　　→個人で推薦したい作品（Ｇで絞らなくてもよい）
　クラス全体で何人か推薦作品の発表

③学習のふりかえり
　・自己評価（作品制作・ラウンドテーブル）
　・コツのまとめ（写真鑑賞、言葉にする）

他のクラスの様子

１グループ５人を基本にし
て、
　作家（発表者）
　司会
　コメンテーター３人
で、ラウンドテーブル。 発表に質問したり、感想を伝えたり。



生徒作品の例

例１①女子

例１② 例１③

例２男子



生徒作品の例 例３①女子と
　その解説のメモ

例４男子



生徒作品の例

例６女子

例５女子

例７男子



授業ならびに研究協議からのふりかえり

鑑賞の学習としての側面
1．生徒による写真の鑑賞と絵画の鑑賞との面白さ
・写真鑑賞はより写っている風景や被写体に意識が向かう？
・絵画鑑賞はより作家の意図や描き方に意識が向かう？

2．鑑賞文でなく「詩句を添える」という活動の面白さ
・鑑賞→創作表現へ。享受者から表現者へ。表現への参加。
　「今日、新しい作品が生まれた」（加藤秀）

3．モデルを検討してつかむ創造的な鑑賞の視点

創作の活動としての側面
1．ふたつの「創造性」
　①鑑賞して詩句を創作するところに働く創造性
　②添えられた詩句を鑑賞する際にはたらく創造性
　　＊自解を聞く前にしずかに鑑賞することの意義

2．モデルの効果と自由度
　・「モデルからの方法の抽出（方略化）」の効果は？
　・方法は手にするが現場で発想が広がる（大村の「その他」の意義）

3．「伝える」のか「表す（自己表現）」か
　・「何のために書くのか」それによって書き方がかわる。
　・伝わったら嬉しいが「表す（自己表現）」であることを重視したい

学習を振り返って気付くこと
1．バラバラに作った作品の面白さ
　・創作の仕方として
　　ア　数枚を選んで一貫性をもった作品としてつくる
　　イ　触発されて言葉を添えた写真を組み合わせて 1作品にする

　→イで作った作品の面白さ
　　・ひとつひとつを味わう →積み重なって重層化する味わい
　　・非連鎖が引き出す読み手の創造性
　　・言葉より「ST KILDA」という写真集の力が与える一貫性

2．創作活動における相互鑑賞の意義・意味
　・鑑賞者（読者）自身がまず創造する
　・伝わった嬉しさ＋解釈してもらって気付く楽しさ
　　→　創造性を育む上での相互鑑賞の場の意義
　　　　まず味わう時間の意義。その上で交流へ。


